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１．平成28年10月期第1四半期の連結業績（平成27年11月1日～平成28年1月31日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

売  上  高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰
属する四半期純

利益 
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年10月期第1四半期 13,324 11.3 1,670 △8.8 1,906 △8.0 1,484 △21.8 
27年10月期第1四半期 11,966 17.5 1,830 59.8 2,072 56.3 1,897 124.6 

（注）包括利益 28年10月期第1四半期 1,027百万円（△61.5％） 27年10月期第1四半期2,669百万円（134.6％） 

1株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 
円 銭 円 銭 

28年10月期第1四半期 32.33 － 
27年10月期第1四半期 41.35 － 

(2) 連結財政状態

総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
百万円 百万円 ％ 

28年10月期第1四半期 67,030 50,143 68.9 
27年10月期 64,051 49,466 71.1 
（参考）自己資本  28年10月期第1四半期 46,184百万円 27年10月期 45,563万円 

２．配当の状況 

年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期  末 合  計 
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年10月期 － 5.00 － 7.00 12.00 
28年10月期 － 
28年10月期(予想) 6.00 － 7.00 13.00 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

３．平成28年10月期の連結業績予想（平成27年11月１日～平成28年10月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する当期

純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第2四半期(累計) 25,000 16.1 2,300 △17.4 2,700 △13.6 1,800 △29.2 39.21 
通     期 52,700 28.1 4,600 △6.8 5,400 △5.1 3,500 △16.5 76.25 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 



※注記事項
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無 

新規 ―社 （社名） 除外 ―社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有
（注）詳細は添付資料P3「（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
② ①以外の会計方針の変更 ：無 
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 

（注）詳細は添付資料P3「（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 28年10月期1Ｑ 51,849,917株 27年10月期 51,849,917株 
② 期末自己株式数 28年10月期1Ｑ 5,944,582株 27年10月期 5,947,940株 
③ 期中平均株式数(四半期累計) 28年10月期1Ｑ 45,904,211株 27年10月期1Ｑ 45,892,404株
（注）期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、従業員持株会信託型

ESOPの保有する当社株式数が含まれております。 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が
あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付
書類3ページ（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明

主として農薬原体（農薬の有効成分）の製造・販売を行っている当社は、農薬事業に

おけるパートナー会社であるクミアイ化学工業株式会社との協働に基づき、販売計画等

の情報共有を密に行うことにより、国内市場での普及拡販や、アジア・北南米市場の需

要増に対応した調達及び供給の最適化に努めました。

また、当社のもう一つの主力事業であります化成品事業においては、新規製品の開発

を進めていくとともに、生産能力の最適化に取り組み、既存顧客への製品供給の安定化

に向けより一層努めました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高

は133億2千4百万円（前年同四半期比13億5千7百万円増）、営業利益は16億7千万円（同1

億6千万円減）、経常利益は19億6百万円（同1億6千5百万円減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は14億8千4百万円（同4億1千3百万円減）となりました。

セグメントごとの業績は以下のとおりであります。

＜農薬事業＞ 

農薬原体を主品目とした農薬事業につきましては、海外向け棉花用除草剤原体の売

上は減少したものの、国内向け水稲用除草剤原体、海外向け水稲用・畑作用除草剤原

体の売上は増加しました。損益面では、棉花用除草剤原体の販売減等による全体利益

率の低下や研究開発費の増加が発生しました。 

その結果、当事業の売上高は100億7千5百万円（前年同四半期比20.2％増）、セグメ

ント利益は17億2千6百万円（同0.5％減）となりました。

＜化成品事業＞ 

トルエン・キシレン系化学品、精密化学品、産業薬品を主品目とした化成品事業に

つきましては、樹脂原料等の販売は拡大したものの医薬中間体の売上は減少しました。 

その結果、当事業の売上高は28億8千1百万円（前年同四半期比10.8％減）、セグメン

ト利益は1億5千6百万円（同43.9％減）となりました。

(2) 財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産） 

流動資産の残高は、売上増に伴う受取手形及び売掛金の増加を主因として、384億8千

7百万円（前連結会計年度末は346億8千万円）となりました。 

固定資産の残高は、投資有価証券の減少等により、285億4千2百万円（同293億7千万

円）となりました。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて29億7千9百万円増の670億3千万円と

なりました。 

（負債） 

流動負債の残高は、未払法人税等並びに賞与引当金等の減少はありましたが、短期借

入金並びに支払手形及び買掛金等の増加により、121億6千2百万円（前連結会計年度末

は97億2千5百万円）となりました。 

固定負債の残高は、役員退職慰労引当金並びに繰延税金負債等の減少により、47億2千

3百万円（同48億5千9百万円）となりました。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて23億2百万円増の168億8千6百万円
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となりました。 
（純資産） 

純資産合計は、利益剰余金の増加を主因として、前連結会計年度末に比べて6億7千6百

万円増の501億4千3百万円となりました。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、現時点で平成27年12月15日に公表しました予想からの変

更はありませんが、今後の様々な要因によって実際の業績に大きく差異が発生する可能性

があります。 

今後、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には、速やかに開示する予定でおります。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算しております。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業

結合会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成

25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企

業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当

第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会

計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間

の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配

分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映さ

せる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財

務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計

基準第44－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱い

に従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しておりま

す。 

イハラケミカル工業株式会社(4989)平成28年10月期　第１四半期決算短信

－3－



 なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はあり

ません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自  平成26年11月１日  至  平成27年1月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結
損益計算書
計上額 

(注)3 農薬事業 化成品事業 計 

売上高 

  外部顧客への
売上高 

8,378 3,232 11,610 356 11,966 － 11,966 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ 8 8 198 207 △207 － 

計 8,378 3,240 11,618 555 12,174 △207 11,966 

セグメント利益 1,734 277 2,012 25 2,037 △207 1,830 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益の調整額△207百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社
費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自  平成27年11月１日  至  平成28年1月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結
損益計算書
計上額 

(注)3 農薬事業 化成品事業 計 

売上高 

  外部顧客への
売上高 

10,075 2,881 12,956 367 13,324 － 13,324 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ 5 5 286 292 △292 － 

計 10,075 2,887 12,962 653 13,616 △292 13,324 

セグメント利益 1,726 156 1,882 27 1,910 △240 1,670 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益の調整額△240百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社
費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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